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　個々の母親の育児態度がどのような機序によって発現、

されるかについて検討した。

　昭和45年度研究業績抄録集には、主に面接を通して得

た被験者の親子関係のあり方を3群に分けて他の諸変数

目 的

について分析した結果を報告した。今回は、r親子場面投

影テスト（仮称）に対する反応の吟味と・被験者（初産

婦）の生育歴との対応を検討し、被験者の子どもに対す

る態度を吟味した。

研究対象者と方法

　昭和45年8月より10月末迄の間に・愛育病院産婦人科

にて出産した初産婦のうち、調査票への協力、家庭訪問

による面接が可能であった25名を対象とした。

　資料収集は、次の方法によった。

　（1）面接、（2）投影テスト、（3）被験者の具体的生活

環境を知るための調査

　（1）面　接

①　被験者の実母より被験者の生育歴を思いだすままに

謡ってもらい・それを録音する。所要時閲30～90分・時

期は、被験者の出産以前 （1～2か月前）とした。

②①の録音内容中、被験者の成長に影響を与えたと考

えられる部分を中心に10～15分の録音テープに編集し、

それを被験者に聴いてもらう。

③　②の録音テープを刺激として・被験者自身が自分の

生育歴をどのように把えているかを話してもらう。所要

時間30～6Q分。r時期は、出産後（1～2か月）の間とし

た。

　以上の手続を踏み被験者の精神構造がどのように形成

されてきたかを把える。

　（2）投影テスト

　子どもに対する態度を把えるものとして、T4A，Tに
準じて大人と子どもが登揚する場面の顎を作成し投影

テストに用いた。

①親子場面投影テ入ト作成 　　、
　投影テスト用として12葉の親子場面の騒版 を作球し

た・（以下・親子場面投賂スト鯉版という舛れ喫ま・

昭和45年4月～7月にかけて家庭内、繁華街、住宅街等

の場所で撮影した170葉の写真の中から、T．へ．Tの要

素となるべき　＠多義性・◎類似性・◎刺激価を備えて

いる16葉を選び、ブリテストの結果工2葉を図版として馬
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いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①被験者の氏名・生年月日、居住地　②被験者の学歴、

②インストラクション　　　　　　蘇繊の撫及び内容③被継の結辮月貝、．覇
　「ここに12枚の写真があります。この写真を御覧にな　　の動機、夫の年令　④現在の生活状況（収入、春居形熊

って・ご自分で思っ臆り嬢麹遡饗下誉い・，苓 等〉、ゆ轡畔難的嚇袖晒ったこと悩んだこ
こにいるのは誰で、どんなことをじズ墜て“ごれから ど魎’とめ盾無㌘そめ内容：エ㊨￥どもに対するイメージ　⑦被

うなるかというようなことです。どんなお話しでもかま　　験者の生家の家族構成、居住地等

いません。・ご自由に想像して下さ い。⊥ ド 一　　　’　被験者25名の家族構成、職業等を第1表に示す。

（3）被験者の具体的生活環境を知るための調査票

第1表　被験者の環境

名1鮪1鑑誘レ被験者の騨こ 1未φ、験業．1 季零・1、’家族
形 態 野零1

1
2
3
4

5
6
7

－8

9
10

n
12

13

且4

15

16

17

夏8

19

20

21

22

23

24

25

C．S　28　　6
F．N　 29　　♀

K．T　 25　　＄

H．0　26 　＄
、N．T．　25r』　♀

K．1　25　　♀・
U．Q．26

♀』，

M．S　25 　♀
’Y．』1 　26　r』δ

A．T　25　　δ
K．Y　 33　　♀

T，Y　24　　＄
1．F　22　　♀
M．N　29 　♀
’S．C　　 23　　一　♀』

Y，M　 28　　＄

K．S　26　　δ

N，A　29　　8
U．Y　29　　♀
M，N　 26　　♀

H．T1　27　8．
1．K　26　　δ
X一 1 、31 　＄1』

M．0　 28　　♀

H．S　27　　♀

目営業の手伝

な　　　し・

薬　剤　師
な　　　し

〃

ク

〃

舞　台 　優

な

」’

な

〃

〃

し一』

〃

社 員

　　し

〃

彫金デザイナ［

な　　　し

　　
〃

工機製作業　31
教　・　員 3星

会　社　員　30
　　〃　　　　　34

　　”　　　　　30
青果仲貿業　28
会　社　員　28
　　〃　　　　29
1音　楽　家　33
会　社 員　30

舞台制作　30
会 社　員　28
花屋鋤諮　24
教　　　員　35
銀行員→学生　24

会　社　員　35
　　〃　　　　

30

　　”　　　　　33
　 ”　　　　　33

　　”　　　　　28

　　”　　　　　31

　　〃 　　　29
印　刷　業　36
地方公務員　29
国家公務員 　44

同居者なし　6r
実母、実姉　同居　　68

実母、実弟　　〃　　49

同居者なし　66
夫の父母同居　47
　　”　　　　　　56

同居者なし　48
　　”　　　　　　52
実母　同　居　58
同居者なし　48
　　”　　　　　　57
　　”　　　　　　48
　　〃　　　　　46
　　”　　　　　　61
実妹　同虐　45
同　居　者　 な　　し一 …ノ57

　　”　　　　　
6r

　　”　　　　　　55
実母、実弟同居　54
夫の祖母同居　 54

同　　居　　者　　な　　し ： 70

　　”　　　　　52
　　”　　　　　 58．

央の父母同唐． 凶
　　”　　　　5q

ヒ研レ究』結果と考察

出産後1か月目に行φた親子場薗疫影デストの
反庸と生育廃との関係』』『

§ユ・親テ場面の分析方法

∴標準化されていな）・T‘A．Tの親子揚面をどのように

分析するあ～については以下に述べる。

・ン・」バー ト版丁『A」学の反応結果は・・反応語数・投影

量・欲求・テーマ・結末・ 感情調か叙述型かなどを指標

として評価されている。T．A．↑の創案以来35年余りめ

間に～多一くの研究者によって研究がなされ、その分析方

法は様々であり変化している。M．B、Arnordrは、二丁』Aず

Tのstoryが単に欲求圧力構造の集積ではなくし《個

人の過去の感覚的印象の創造的所産であるという観点に

立ち・被験者にとってのstoryの意味を分析すること
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が必要であるとしている。

　われわれは・本研究に用いた親子場面投影テストの分

析にあたらて、初め、①登場人物がどのような態度で他

者に臨んでいるか、②感情調　③叙述型、④自令を登場

人物の誰に置きかえているか、⑤図版に登場していない

人物を想像している場合、それは誰か、⑥無視されてい

る登場人物は誰か　等の分析観点について多義性の指数

（Kemy　PA＝1一Σp（i）2）、を計算し相互の関連性やタ

イ、プ別分類を試みたが、纂例研究における少数例では満

足な結果を得ることはできなかった。

　そこで～予め反応をヵテゴライズして被験者を一定の

枠にはめることをやめ、図版に衷現されたものは被験者

なりの一つのまとまりを示すものと考えた。全ての被験

者に同じように語られている図版はなぐ極めて変化にと

んだstoryを得た。図版からは、被験者の親子像の表

現をみることが目的であるから・まず図版に表現された

もφがあることを要件とした。そこで、第1に表現グル

rプ孝非表現グルーブに分けた。表現グルーブにおいて

は、親子の関係が安定している場面を描くことのできる

ものと、描くことのできないものがいることがわか？た

ので、表現グルーブを2つに分け、それに非表現グルー

プと合計3グルーブに分類した。被験者は生育歴の親子

関係をどのように図版に表現しているか吟味した。

　§2．安定した親子関係を図版に表現しているグ

　　　ループ
　（1）安定した生育歴を図版に衷現している礁例。

事例1．C．S．（28才）、事例2 F．N．（29才）

　、察例1，2によって描かれた母子関係億・母親と子ど

もの人格が尊重されている。母親は子どもの身体的・精

神的発達段階に応じた保護とアドバイスをし・子どもの

行動を見守っている場面が描かれている。また、母親は

子どもと由緒になって遊んだりする場面もある。子ども

は、自分の世界の中で自由に伸び伸びとしており、ミ母

子の感情の交流モが描かれている。　艇自分を図版中の子

ども像に投射するモことはない。

　〒生育鷹からの吟味＝．事例1、2の生育歴の共通点

は・幼少時に父親を亡 くしている。被験者の母親達は、

夫の死後独力で被験者の子ども達を養育してきた。家庭

の雰囲気は明るく母子間には対話があったo箏例 1の

母親は、 子ども達が青年期に達してからも度々一緒に遊

び琴出かける。笛例2の母親る痢被験者の友人達を家庭

に招くなど し、若い世代との交流があった。被験者の母

親達は経済的に1ま決して、輩かではなかったが、生活に悲

壮感がなく・母親達は各々趣味を持ち・精神的な豊かさを

そなえた女性であるように考えられる。被験者の母親達

の生き方、生活態度が、禦讐者にとってミ良き母親像ミと

して受けとめられてい翠鯵，因版眼購れた難

した親子関係像によっても糎ことができる・被継達

の面接において漢駒鰭方・母親としての態戯全．

面的に肯牢耗しているこ柔が語塑れてヤ・る。

　（2）被験者力1生育上体験してきたの親子関係が否定印

　　に表現され、また、現在自已の悩む姿が表現されて

　　いる事例。、

　事例3K．T．（25才）

　描かれた母親像は～ゆううつな気分でいたり・病曳で

あったり悩みを持った母親である。しかし・一方で楽天

的で気楽な気分で育児に携わり、自分のしたいことをす

る母親像が描かれており、母親像に一貫性がないα 子ど

も像には、いっも喜こびのある姿が描かれている。母子

関係には、子どもと一緒に遊んだり話しをしている母親

と子どもの姿が描かれている。家庭像として・夫婦と子

どもとの核家族が望まれている。

＝生育歴からの吟味＝　被験者は、常に緊張した空気に

つつまれた家庭の中で、特に母親から厳しい躾けを受け

た。

　被験者は16才の時より家察一切を行なってきた。（母

親が職業生活に入づたため）うるおいと談話のある家庭

生活ではなか？たと被験者自身語っている。．母と一緒に

すごす時間を持ちたかったという過去の願望の形の表現

が、母と子が一緒になって遊ぶ姿を多く描くことにみら

れる。悩みのある母親像とその解決法（おじさんに相談す

ると描かれている）をみると・以下述べる現実の生活の

悩みの一端が表現脊れていると考えられる。被験者をま・

現在、失が独断的に諸蛮一切をとりしきるので、家庭生

活の計陣が立たず・将来に対して不安を持ち・悩んでい

る。被験者は、母親等に相談することなくモ年景者ミ

て具体的にどのような人物なのか語らない）に相談して

いる。被験者は、自分の考えや要望があっても、ス・トレ

ートに自分の気持を表わ．さず、まず、相手の氣持を損ね

ないように気配りをすることに重点をおいている。常に

気持が落着かず、心の内が悶々していることが多い。表

面では明畜い雰囲気を保ρよう努めている。このような

現在の生活の一端が・一貫性のない母親像に（悩やむ母親

と、楽天的な母親）表現されているのではないだろう・

か。

　被験者は、母親の支配の方向が明確な母子関係の中で

育ってきた。（前述の業績集において報告したグル｝ブ

別の一つに、支配的母子関係の欄参照）、結婚した現在、

夫の支配を受け・完全に絶たれていない実母との支配も

あり、被験者は自立した精神を持とうとしているが、二
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重の支配を受け、悩んでいる現状であった。

　（3）・図版の登場人物を批判したり、社会的規範やモラ

　　ルで他者に臨んでいる那例

　事例4、H．0． （26才）‘事働5 N．T．（25才）

　事例4の母親像は明確セはない。母と子の安定した関

係は、子どもから母親への働きかけで描かれている。

（母親はこの働きかけに反応していない）。母親は子ど

もに対して社会的規範で注意するとか躾けるという態度

で描かれている。図版をみて描く母親に対し、気配りが

足りないとか、子どもに無関心になづていると批判的に

みている。

　蛮例5の母親像は、子どもから働きかけられると疲れ

たり大変だと思ったり、そっぽを向き全然気付かない母

親としで描かれている。時折、おもいつきのように叱っ

たり注意をする母親の場面がある。

　＝生育歴と現在の生活からの吟味＝　事例4は、ミ幼

少時代実母に面倒をみてもらったが一緒にすごした時な

どなかったミと語っている5その投影が母親に働きかけ

ていく子ども像に描かれている。母親像としては、躾け

る、注意をするという態度で子どもに働きかけている姿1

がみられるが、被験者の実母ほ厳しい躾もせず、無抵抗

で母親らしさのない表現として被験者には映っでいるの

で、厳しさをもった態度をもった母親像を描くことによ

りて・実母への批判を表現しているように考えられる。

一被験者は両親が年をとっ（からの 子どもであったの

で、被験者自身、親に頼らずに早く経済的、精神的に自

立しなければならないと考えていた。常に自信を持っ

て・何寧 も完全に遂行しなければと思い・そのように行動

しぐいたと語っている。その性格や態度の断片が・以下述

べる描写に表現されているようだ。子どもと母親が互い

に働きかけをしているが気持の交流が描かれていない。

母親どしての役割遂行のみが描かれていることは、 被験

者自身が母釈の役割を果すことに没頭し、気負いだけが

先走っている現状をある程度表現しているのでないかと

思われる。

　“例5の母親の態度には前述でみたように拒絶したい

気持が表わされている。被験者は現在の家庭生活にあっ

て夫の両親と同居している。 被験者は≒よいことはどん

どん取り入れ、不合理なことは捨てさるミ生活をモット

ーとしているが、家庭生活にあっては、自分の考え方通

り物事が運ぱず・ 家族員と折り合いが悪くなること もあ

り不満を持っているφ 子どもが、自分の思うどうりにな

ってくれず・育児（子ども）に対しても不満をも・ってい

る。姑との生活・ 子どもとの生活と・新しい生活場面に

のぞんで・』万礁上手に自分の考え通りに礁が運ぷことが

当然であるかのような気持を被験者が持づており｛問題

の解決にあたって・その原因と解決策を思考することな

く、面倒なものは無視する、拒絶してしまう態度にでる

ことが、r（子どもを拒絶する態度〉図版の描写よりうか

がえる。

　；礁例4、5の生育歴の共通点＝　塾例4は、実母に

対してモ母親らし叡のない人と評価する一方、 噛分
がそばにいなけれぱ何もできない人であると思うと嬉し

くなるモと語り、 実母が被験者に頼っている関係がみら

れる。瑛例5は、ミ父親が非常に厳格な人であったが、母

が被験者にやさしくしてくれたので母は大切な存在であ

る。母が死んだら自分も死んでしまおうと考えていた専

と語っている6現在、精神的に実母を保護している状態

にある。 寮例4、5とも、負けずぎらいで、常に完全で

安定した状態であることをのぞむ点が共通しており、実

母に恥れている嘩麟る・・ 勧僻勲榊砺て噸
箏もできないと、行動の規範、生き方等を親以外のと．ころ

に求め・自分の力で一生懸命大人になろうとした面が強

くある。事例4、5の子どもに対する態度め描き方に、

社会的規範の枠を押しつける姿が強く出ている。 母親と

いう役割遂行に多くの注意と関心がそそがれていること

がわかる。

　（4）生育歴において依存度が高い生活経験を持ち｛r現

　　在子どもや実生活が負担な状態を表現レている癖例

　事例6K．1．（25才）

　寧例6の母親像は、ミ元気で明るくテキパキとした働

きもののお母さんヤ、“家事し育児は大変、 早く子ども：が

大きくなって親を手伝ってくれたらミという二つの像が

描かれている。家族は夫婦と子どもの核家族を望んでい

る。子どもの気持や子どもの体調の変化に気付かず途方

にくれている母親も描かれている。子どもが病気をする

と夫に顛ってしまう場面や、幼い子どもにも手助けして

ほしいと願っている場面がある。　

　＝生育歴からの吟味＝　被験者は曽祖母、祖母に育

てられ、教育、躾等の決定権は祖母にあったる 兄土人は

被験者にやさしく学校時代勉強などよく面倒をみてくれ

た。被験者は、祖母や兄達の保護のもとに不安や困難な

ことにあわずに成長しぐきた。モー人で物事を処してい

くことは出きなかったミと語ってレ・る。現在、夫め両親

と同居している。生活様式の異なる環境にあウて、つづが

なぐ妻として嫁としての仕卒がつとまっているのか不安

な状態にあるら 被験者は第1子を帝王切開術によっ更分

娩した。このことについてモとても木安でしかだがなが

った。帝ヨ三切開で子どもを産むようになり姑に申rし訳研

なかった≒と語っている。 図版では、　ミこのお母さんi
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大変な思いをして子どもを産んだんでしょうねミと描い

ている場面がある。

　周囲から経験を先きどりされるような体験をもって育

つた被験者は、現在の生活に（特に母親の役割遂行にあ

たって）適応するよう努力していることが、図版にモ明

るいテキパキとした働きももののお母さルミと反応して

いることからわかる。自立心をそなえることなく妻・母

親、嫁の三役を果さなければならない状態にあり、被験

者は自身の中にある依存心を断ちきり何とかしたいとも

語っている。図版では、子どもが手に負えなくなる母親

の姿があるが、被験者の場合は拒否的態度ではなくし

て、子どもを充分に受容できるだけの精神的ゆとりを持

つことができない状態にあることを表現投影していると

考えられる。

　（5）生育歴において、疎通性の少ない親子関係を経験

　　にもったことを図版の親子関係に表現している寧例

　事例7　U．0．（26才）

　子どもへの同一視が多》・。拙かれている子どもは・図

版に豊場している大人を無視して一人で行動してい

る。一方、母親に甘えている姿が描かれているかいずれ

かである。子どもと父親が描かれている場面では、被験

者は女性の登場入物を母親とし更ではなく妻の立場で描

く。母親の表現は極めて弱い。育児にあたって当惑して

いる母親が描かれている。例えば、あやしていてもどう

あやしていいかわからないとか、夫を頼りにしている様

子がある。

　＝生育歴からの表現冒

　被験者は放任状態で育ち、親子間の気持の交流は希薄

であった。姉妹とも自をきくことも少なかった。母親は

夫（父親）との結婚生活は失敗であったと被験者に語っ

ている。家族員の気持は互いに離れていた。被験者は家

庭にあって常に一人で読書の世界に親しんでいた。

　図版にて親子（母子）関係が希薄であることは、生

育歴における被験者のそれを表現しているものと思われ

る。被験者は・自分の生育歴を省みて親子（母子）間の

気持の交流あ希薄さを自覚している。しかし、現在の家

庭生活においては、母子間の気持の交海が希薄になもな

いようにとか、家族員同志の気持が離れないように被除

老が気配りをしているかは疑問である。信仰の件で、 夫

とその両親と被験者は異なり、夫が転宗してくれなけれ

ぱ将来離婚するかもしれないと語っている。家庭生活お

㌧・て、特に育児にあたっては夫を頼っていることを函版P

に表現しているが、信頼する対象として夫が存在してい．

iるのか、自分の手に負えないので他者（夫）にまかしてい

るのか定かではない。現在、（出産後1～2か月から8か

月の間）被験者は藁神ミによってのみ救われると、生活

の中心を信仰におい亡いる。短時間のうちに信仰心が高

かまっていらたその理由は明確ではない。

　（6）現在の生活において母親の役割・態度にとまどぢ

　　ている状態を表現している癖例　　 　　　　馬三・

　　事｛囲8　1江．S。（25才）

　事例8の母親像は、一生懸命に子1どもに働きかけるが

子どもには受け入れられず疲かれてしまう母親であった

り、 一方では子どもと母親とがゆったりとくつろいでい

る場合の母親である。後者の愚親の対象となる子どもは

塾ずれの図版でも乳児ではなく幼児である。ミ子ども

が大きヤ・と家庭が落着いてよいモと描いており、被験者

はギ未来に願望する母親像として後者を描いたものと思

える。　ミ子どもと気持の交流があ り、豊かで平和な家庭

をつくっていきたい。その中でたくましい母親になって

いくのだろろ毫と、被験者の願望が描かれ でいる。一

方、鳶たくましい母親はいやだモとかミ夫とは恋人同志

の時が一番楽しく良い時であるミと描く。

　＝生育歴と現在の生活からの表現＝一

　被験者は厳格な躾けを受け冠両親の行動規範をそのま

ま受け入れて成長してきた。親の支配の方向が強いこと

に批判した り自立心が養しなわれていない自分に疑間を

抱くこともなかった。親の考え通りに行動しているのが

最善であり安定していると考えている。 結婚生活におい

ては、被験者自身が意志と行動の決定をする立場におか

れ（支配する側）、困惑している状態が、図版に表現され

ている母親が育児や家庭生活をこなしていくことに強恥

不安を持っていることに一部表現されているのではない

だろうか。被験者は、ミ現在、夫との生活は単調であり

両親の庇護のもとにいたいモと語うている。

　察例6も結婚生活に入って被験者を支配してくれる人

を失しない、生活にとまどっているが、何とか努力して

新しい生活に適応していこうとしているが、この事例8

の場合は、新しい生活に適応していこうという意志タか

も、自分を保護してくれるものが欲しいと逃避したい考

えがみられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　（7）支配的親子関係の中から自立心をもった大人（母

　　親）に成長してきたことを表現レている寧例

　事例9 Y．工．（26才）

　察例9の母親像は、ミ子どもは大人の洗め為〈子ども

の行動規範＞に従うべきだミという考えを持っている朝

自分を図版中の子ども像に投射することはない。子ども

と親（母親）との気持の交流がある。大人（親）と子ε

もの世界は異なるので各々の分野を守って生活していく

ことがよいと描いている。他人に依存する場面は描か
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燕ていないo

』、＝生育歴からの表現尋、 ．　．．

　被験者は厳しい躾けを受けた。父は戦死。実母は父の栄

姫汚さない人になるように被曝こ言いきかせたり・

行動の枠綻めていた・鰍都頬繊養しなけ蝋
ならず、大学進学をあきらめ、 職業生活琴入づた軌．ミ社

館出勉阜は・：鶏の燃な鰍レこ鰯る舗や騨
感は取り払われたモと語っている。、現在実母の支配から

濾独立していう。図版における母親の態度に、叱ったり

注意する場面が再々でてくる魁 この描写は・被験煮自

身が実母から受けた躾等を、大人（親）の子に暫す蚤態

度と受けとめていることの表現の剛つではない．だ、ろ う

か。被験者は．『子雀もは躾けられるものであるモと面接

の中で語っている。’

　◎小 括

　以上の9箏例は、 図版に安定した親子関係を表現して

いる。桑安定．した親子関係毫と位置づける諸要因とし

て、図版の描写内容に、①親子間の感情の交流がある

②自分を図版中の子ども像に投射することはない・③大

人の立場を保っている　④大人の登場人物を親ぱかりで

はなく大人一般とみなす場面をもつ　⑤父親像は・他の

登場人物と気持の交流があり・依存される存在としては

表現されない等を多く含んでいることとした。

　♀礁興の被験者達が育ってきた家庭環擁で、周囲の大

人達．（父親で母親、 兄弟姉妹）・が被験者（子ども）にど

のような態度でのぞんでいたのか、そしてまた、’その態

度を被験者がどのように受けとめていたのかということ

が、 被験者の子どもに対する考え方・態度に何らかの影

響を及ぽしているように考えられる。

　被験者達が受けた親の養育態度と被験者自身のその受

けとめ方（現在、被験者の第ユ子に臨む態度）を第2裟

に示した。

夕 Aタイブの察例3とDタイブの事例4、5．は、親の養

育態度を否定的に受けとめている。事例3は、実母の支

配から独立していないが、その支配は不当と考え悩んで

いるる二図版にて、子どもと一緒に友人のように交じわ

る母親の姿を描いており≦支配的養育態度を否定してい

ると考’えられる。礁例4、は親を頬れなかったので、

行動規範を自分で模索しながら体得し、独立心をもった

大人になるよう努力してきた。頼りがいのない親を拒絶

することなく、親が被験者に依存している親子関係を結

をでいる。被験者の子どもに対する態度には・積極的に

初めての経験にぶつかっていく姿勢がある。

・Aタイブの礁例9、Cタイブの礁例1、2は、親の養

育態度を継承していく考えがうかがえる5寮例1、2の親

子関係は自立した関係にある。被験者嫉実母を支配者と・

してではなく人聞として尊敬している。、被験者の子ども

に対する態度には呼ど峻聯鱒重頃分が恥，て
きた家庭環擁（家族員が相互に尊重曳あい友愛的雰囲気．

にある）を継承していく意志がある6事例9 壱ヰ、 支配的F

な養育態度を受けて育ったが、社会人になり実母を扶養

し始めてから自立心が確立してきた。被験者は、』実母揮

行なった厳しい躾けは子どもにとって必要なもゐである

と考え、突母の養育態度を継承していく意志を持？てい

る。

。Aタイブの審例6、8・Bタイブの泰例7は、育児を

目前に控えて困惑した状態にある。事例6は、親、兄弟に

依存して（保護のもとに） 成畏し、自分で行動・意志の

決断をつける習慣をもたない。そして、自立心がそなわ

らないうちに、要、母親、嫁の役割を果さなけれぱなら

第2表
タイブ1

被験者の親の育児態度　　（a）

A

B

C

D

支配的肇宵態度群

希薄な感嫡交流群

賠勲榊してい

互し）に依存している
群

親又は家風め支配の方
向が明確である

親子間の感情交流が希
薄な関係’にある

親が子どもの自主性を
尊重し、お互いに自立
した人間関係を保らて
いる

親子の仲はよいが、お
互いの自立性が確立せ
ず、頼り合っている。

卒例番号

3、K．T

6、K．王

8、』M．S
9、

Y．1

7、r ．0

1、ClS
2、F．N

4、H．O

5、・N，T

被験者は親の育児態度をどのように受け と．

めているか

否定的態 度

継承的態度1

継承的態度
継承的態度

否定的 、態度

否定的、態度

、困　惑　状　態r

困惑状、態』二

困惑状態（放棄する
態度もある）
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ず、育児のみならず家庭生活の運営に困惑している。審

例9も親の支配のもとに素直に育ち、結婚生活において

親という舵を失しなづている。蛮例7は、親子問の感情

の交流が希薄であったので、ミ親ミのあるべき姿 （態度）

がイメージとして被験者にはわいてこないのではないか

と考えられる。現在、家庭・家族のことは眼中にないく

らい信仰を大切に している。（離婚を考えていることや～

世紀宋の現在、子どもに未来を託することは考えられな

いと語っている）

　§3．安定した親子関係を図版に表現すること

　　の出きないグループ

（1）母親としての自己を受容できない状態にあることを

　投影していると考えちれる寮例（大人一般と子どもと

　の関係においては安定した関係を投影している事例）

　事例m　A．T．（25才）

　被験者は、國版の○○（女性）の登場人物を母親 と

してではなく、子どもに対して大人一般とみなす場合

においてのみ、子どもと大人との関係に安定した気持の

交流がみられる。母親を描写する時には、その母親は子

ども以外のことを考え、子どもの行動に注意も関心もな

い状態にある。被験者は、大人一般を登場させて図版を

描く場合・ーミ本来なら実の親子のはずだミとかモ本来な

ち楽しいのだがモどことわりをする。例えば、図版12を

ミこれは普通だったら何か子どもと一緒に楽しく遊んで

いるのだが、親も子も楽しむ場所だが、このお母さんは

イヤな事があってその為子どもを連れてきて何となくポ

副と考えている鳶と描く。

』11 被験者は、経済的に恵ぐまれた環境と、実母の育児に対

する細い気配．りの中で成長する。親は子どもの教育環擁

を重視し、その為にも数度引越しをしている。被験者は

親のいいつけを守ってきた。親の支配下にあることに安

心している。現在、実家の近くに住み、何寧も実母の援

助を受けている、r実母への依存度が高い被験者は、自分

自身が母親になり、そしてその役割を行う1ことを受容で

きない状態にあるのではないだろ’うか。生育歴における

親子関係の表現をみるこ・とは今回は不可能であった。

（2）他者に依存したい願望（男性に）が表現されている

　富例

　事例11K．Y．　（33才）

　母親像よりも子ども像（自己主張の強い子ども）が多

・く描かれている。母親が登場する時には同時に父親の登

場があり、．母親は父親（夫）．に援助を求めている乙子ど

もには美善悪の判断転が出きるよ うな厳しい躾けが必要

だとして“る。子どもの性別は男子を望んでいる。　（登

揚する子どもはすべて男）描かれている子どもは、自分

の無持を大切にして、大人が自分（子ども）を理解して

くれない時には、大人に対して自己主張を強くする己そ

して大人（親）との間になんらかの交換条件（お土産

等）が成立すると自分の主張をゆづる場面がある。母親

は、子どもが少しでも通常の様子と異ると、夫や医者に

全面的に頼りきうてしまう。

　＝生育歴からの表現＝被験者は一人っ子で父母の愛を

一身に受けて成長する。父親をミ人間として最高に素晴

しい人であづた。父が存命していたなら結婚はしなかっ

たであろう緊と語っている。被験者は家庭像として藁夫

　（父親）ミ　を中心にした男の子どものいる闘るい雰囲気

を描いているが、このこ・とは亡父の姿を自分の家庭生活

に再現してみたいという願望を衷現しているのではない

だろうか。 自己主張の強い子ども像は・被験者自身の子

ども時代が表現されているようだ。被験老はミ善悪ミの

価値判断に照して納得できない二とには相手が誰であろ

うとも自己の主張を曲げないことが度々あったら

（3）母子間の気持の交流が希薄であった生育歴を表現し

　ていると考えられる礁例

　事卿2T，Y曳（24才）事例1311・E・（22才）

　纂例12は・母親と子どもの気持が通じ合わないことを

終始描く。子どもは億親の闘心を得たいが母親はミソッ

ボを向いたり悲しい顔をしているヤ。一方母親が子ども

に話しかけても気持が通ぜず一方通行である。描がれて

いる人物に力動感がなく弱々しい。

　事例工3も母親と子どもの気持が通じ合わない こ．と．を描

　く。 子ども像は、 ミ大人は身勝手で意地悪で嫌いだゼと

大人を攻撃する態度で描かれている。被験者は自分を図

版中の子ども像に投肘している。子どもの気持を大切に

しているが、それに対応する母親の態度は全く猫かれて

いない。

　＝生育歴と現在の生活からの表現耳

　富例12は、祖母に育てられヤお祖母ちφん子ミで兄や

妹比ねたまれていた。実母は妹の世話をよくしていたが

被験者は放任されて可愛いがられた記憶はないと語る。

兄や妹と口をきくようになったのは被験者が中学生にな

　ってからであった。図版では母子の気持の交流 が希薄

　な状態を描いているが・前述の被験者自身の母子関係の

』端を表現しているのでないだろうか。、又描かれてい

　る人物が力動感に乏しい点については、被験者がおとな

　しい静かな行動を好むこともあるが、特に母親、要の像

　では無気力さを示しているのだが、現在の生活で㌔央が育

　児る家庭内の諸亭に非協力的で、精神的な援助’も感『じら

　れず離婚したいと語っているこどから、そこに被験者の

　現状を表現している部分をみる。
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瑛例13は祖母の絶対的支配の下に治めちれている家庭　　描きモ大変だと思うミと述べるだけで被験者自身を投影

環蝿で育つ。・実母は家族員としてみなされずミ女中鳶の

よ．うだったと語られている（実母、被験者の面接：より）。

父親は男尊女卑の考えを持ち、家庭生活を省りみること

がなかった。、被験者は祖母の愛を一身に受け自由奔放に

成長する。被験者は、実母の存在は中学生の頃ま で意識中

になかったと語っ．ている。商校生になり、寂家の家庭の

様子が異常であると気付き、両親、祖母を責めたが何の

解決も得られず大人不信の根を持つよ、う になっ たと語

る。また、女性を次のようにみているミ規則違反するの

は女撃に多い・女の子の自分は苦労 したから男の子がよ

い㌔女は忍従の生活をしいられるが、時として権威者にお

さまったりする≒等と。女性は大変損な激性ミであると

考えている。 大人、特に女性の大人を嫌いだが、女性であ

り大人（母親）である自分自身を認めるζとに抵抗を持っ

ている。常に子どもの立場に立つ；とにより大人を批判

する被験者の気持を代弁しているとお．もわれるる被験者

は次のように語る酒分は世間によくある大人とはちが

って子どもの味方の大人ミだと。このように考える とと

によって・被験者自身大人であり女性であ．ることの内的

矛盾からくる蔦藤を少なくしているように考えられる。

（4）子．ど もの気持を理解されずに育ってぎなこと．を表現

　、している凄例

　事例14　M，N，（29才）

　母親が子どもに働きかける場面は皆無。子ど もは母親

や大人に働きかけるが彼らかち拒否される。拒否された

子どもは相手の気持を思いや臓、泊分から働きかけをや

めるず拒香したことに反抗する場面はない。描かれる母

親は、 自分の気持を殺して姑や夫の気持を第rにし犠牲

的態度をも』うて硲る。r方・子どもや家事を放り出 して

願望や欲求を満たすことに熱中している姿を按く。

　＝生育歴からの表現冒被験者は、家庭内i学校でおとな

しい性格の子どもで手のかからない目立たない存在だっ

たわ．兄弟は5人で被験者は4番目。ミ兄弟が多いと家庭

が落，ちつかなヤ兆之語る。被験者は親や兄弟から無視さ

れたり拒否された存在ではなかったが・引っ込み思案の

被験者の気持て世界） を充分にくみとることが少なかっ

た為、． 被験者は自分の気持を識ってもら．うことよりも先

に大人達の気持を思いやるよ うな気配りをする生活態度

を身に1つ睦たもみと考えちれる◎，

⑤　母親像に被験者自身の表現が希薄な富例

』．事例15iSl9，1（23才）1

・母と子の気持の交流が描かれていない。子。どもの心に

映る母親Fポモやっと迎えにぎてくれた毫・飛つんと澄して

何も答えてくれないモ態度を示す。自己犠牲的な母親を

　する母親像は描写されない。

　　旨生育歴からの表現亭被験者は教育熱心な実母に育て

　られる。父親は家庭を省りみなかった。被験者は実母に

　抵抗することなく実母の支配の下にあった。被験者が成

　長するに従い実母は被験者に夫（父親）が家庭生活を省り

　みないことによる精神的に不安な状態を打ちあけて被験

　者を自分の心の支えにしてきた。被験者は実母の．ぐちの

　聞き役を務めるがザ同情はしていない。実母と被験者・と

　の気持の交流がr方通行であるる．このことは図版に描く

　母子間にみられる。ミ夫に対する不満のハケロを子ども

　の教育に向けたのだから塾、　と実母を評している。　ミ自

　己犠牲的な母親は大変だミと描写するのは被験者の実母

　を図版にみたからであろう．と考えられる。被験者は現

　在、母親、妻という立場だけに不満足であり、学問¢）世

　界に入りたい（大学院へ進学したい） 1と語る、その，面

　を表現していると考えられるこ とに、被験者は母親像、

．子ぐも豫軽教験者自身碧表現するこ孝なく、またありた

硬願警磁乳て蔚こ劫ミあげられる。

　　◎ 小括
　　安定した親子関係を投影できなヤ ・6箏例についてみて

　ぎた。これら審例の生育歴の共通性と して、親が支配的

　育児態度であったこ とがあげられるる安定した親子関係

　を投影したグルrプにも支配的育児態度の親はみられた

　が、前者のグルーブには後者のグル？ブとは異なった特

　徴をもった生育歴がある。』．

　　箏例10、11は、親に甘やかされ、そのうえ親は完全に

　親を頼らせてお り自立性が育くまれてなかった。箏例12

　は放任状態にあった。癖例13は、祖母の絶対的な支配の

　もと、で育ち、妨と夫にその存在を全く無視されていた実

　母をみている。 凄例14は、多勢の兄弟を持ち家族員に気

　を使いながら成長してきた。箏例15の実母は、いねゆる

　激育ママで、本人の意志を尊重せずに進学等を決めてき

　た。｝見、実母は被験者にどって支配者のようである

　が、常に何かに脅え不安な状態にあり、被験者に頼って

　いる。被験者にとっては不安定な頼りのない実母であっ

　た。．

　　§4．図版の描写が記述的なグループ

　　（エ）長い沈黙を交えながら叙述した事例・

　　事例16　Y．M，　（28才）　

　　挙例16は、図版に反応するま・での時間が最高95秒、、平

　均25秒かかっている。（一言も、話さ．ない）、途中何度も

　沈黙が挿入する。登場人物には感情の表現がない。

　　（2）図版反応という課題解決をでき・るだけソ ツな．く遂

　　行しようとした事例・
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　 事例1rK．S，（26才）　・『事例18　N、A．（29才）

　富例17、18は、、懸しつけるも ミ敦える“言いきかせるも

と母親の態度が支配的に描写されているが、与えられた

課題に自分の感情を挿入しないように気配りしながら図

版の説開をしている。生育歴をみると、被験者達は、

親が支配的育児態度を持ち、その支配の下で領優等生ミ

として成長してきている。自分の悩みや弱さを外に出す

ことはなく、常に平静な心をもち、モ良い子ミ

・子モとして自分を位置づけていたことを識る。・

　（3）課題解決がやや負撞な毒例

　　事例19　U．Y．　（29才）

ミ賢こい

　被験者は図版に対してモこういうことは苦手だ魅、

ミ想像力がないから爵と度々語る。母親と子どもを登場

させる場面があるが母と子の間には気持の交流はない。

母親が子ども．を無視している易面がある。

　（4）図版を批判的に説明している察例

　事例20M，N，（26才）．事例21H．T． （27才）』

　審例20・21は・登場人物の態度や・環麗を批判する・

ミ子どもが生まれると母親はだらしなくなると言われて

いることを、これをみて感じる塾、モこんな場所に子ども

を連れてくるのはかわいそう・連れてこなければよい軌

モ遊園地はよく考えて作らなければいけない、こんな遊

園は子どもがかわいそうミ等と描写する。事例は、図版

の描写をするのに必らず笑いの反応を示す。図版をみて

の感嘆や共感等の種のものではなかった。課題解決から

の逃避のようにおもわれる。

　（5）図版への反応に自己の経験を介入していない蛮例

　事例221．K，（26才）　事例23　Y．1．（31才）

　事例24M．0．（28才）事例25H，S．（27才）

　4癖例ともおだやかな状態の親子関係を説明的に描写

している。4事例の生育歴をみると、経済的に裕福では

なかったが、両親がお互いに助け合い信頼しあって生活

を営んできたと被験者達は受けとめている。家族員相互

間におだやかな気持の交流があったことがわかる。

　§5．出産後1ヵ月目に行なったT．A．丁様式親

　　子場面図版反応のまとめ

　初産婦25名に実施した図版投影テストによって多くの

反応結果が得られた。被験者達の子どもに対する態度は

・様々な様相を示している。』

　われわれは、築各世代の女性の子どもに討する認知、

感情等ミについて調査したところによると（注1）、被験者

の属する世代においては、子どもに対して穏和な気持と

イメージを持っているごとを識った。だが今回の投影テ

ストの結果をみると・前述のごとく子どもを拒否する母

親等があったり各人各様である。

　被験者の子どもに対する態度は、それを形成する要因

等が複雑にからみあっているこ とから、被験者問の子ど

もに対する態度の差違が生じる原因を一所に求めること

は不可能である。

　子ども時代に、大人（親、兄弟等に）がどのような態

度で育児したか、接してきたか、そして子どもは一その大

人あ態度をどのように受けとめて成長してきたかという

大人（親）と子どもの関係が、次の世代の育児を担う時

の母親の態度に影響を及ぽしていると考えられる。

　子どもの自主性が重じられ・子どもの自立を助けるよ

うな親の育児態度の中で育った被験者は、出産1カ月後

新しい生命（子ども）を前にして自分の行動に困惑した

りすることなく安定した気持でいたと思われる。

　親が支配的であったり、親子問の無持の交流が希薄で

あった被験者は、子どもと安定した気持で親子関係を結

ぶことに困難さがあることを示している。親のいいつけ

通りに親の考え方を素直に受容して育ってきた被験者に

は自立性に欠けており、子どもとの問に安定を欠いた親

子関係の状態を示している。

お わ り に

　母親の育児態度がどのような機序によって発現される

かについて、その母親の生育歴を追い、その中における

親子関係に焦点をあて、第一子との親子関係にどのよう

な影響を もっているのか否かをみてきた。一個人の育児

態度は、多く．のfactorによって構成され、作用しあって

変化していくものであるので・今回の研究は・あくまで

も、被験者の生育歴における親子闘係が、どのような内

容であり、被験者自身どのように受けとめているのか、

そして第一子にのぞむ母親の役割。態度にどのように発

現されているのか否かをみることに主眼をおいたのであ

る。

　写真版をその価値を半減させることなく掲載しなけれ

ぱ意味ないので本報告でのブリγトは割愛した。

　また、被験者とその母の録音テーブ内容の紹介、生育

歴、写冥版反応描写を全部報告するには紙面に余裕がな

いのでこれまた割愛した。

　本研究をすすめるにあたり日本女子大学古沢頼雄先生

のご指導をいただきました。厚くお礼申し上げます。

T．A．丁様式親子揚面作成には、サソケイ新聞社出版局

写真部の石井敏雄氏のお世話になりました。調査実施に
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ご協力下さいました方々にお礼申し上げます。

　（注） 「女性の生き方について、女性自身の認知ど感情

と題して、現在の各世代の女性達が生きてい くうえで遭

遇すると考えられる諸々の間題を、いかに把え、いかに

感じているかを、18学49才の世代にわたって250名に質

問紙を作成し、回答してもらった。その調査の結果の一

部をここに郭告する。調査の概要は以下の通りである。

認知的面については、飛出産モ塾育児ギ“職業鳶蒔家庭モ

毫結婚ミ懸子どもモ観の6つの観点かち103項目の調査票

を作成した5感情的面につレ、ては、C，E，Osgoodによっ

て1952年に提案されたS　D法により、前述のr6つの観点

の内包的意味としてのAffective　Meaningを把えるこ

ととしたガ6つの観点に共通して便零る形容詞群である

こと・ ぱらつきをもって回答されることを考慮して27対

の形容詞群を選んだ。
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Res~arches for t~e Im!proyemeht of rbarihg New-born Infants 

Jushichiroo Naitoo et al. 

Chapter I Study on Upbringing Attitudes of Mothers 

I)ept, I Takashi Wagatsuma 

Etsukc Nozue 

Yuuko Chlga 

Ko~awa e~ al. 
(Nippon' Women's University) 
Dept. of Home Econemics 

Purpose : In our previous study we investigated by what mechanism each mother's upbringing 

attitude had be~n revealed. In this report we almed at analyzing the rel~tion between the early 

life history of a primipara ahd her upbringlng attitude towards her fir$t child. Especi~lly, we $tudied 

on how the mother･child relationship in the early life history of the studied subj~ct infiuenced an,d 

had connection with the present relation to her fir$t child. 

Subjects : We chose 25 prlmiparae who understood the purport of our study and who could 

answer eur question$ in several interviews with us from among the primiparae who had given 

birth to babies during the pericc from August to the end of Octobcr in 1970 at Obstetric & ~}yn-

aecological 1)ept, ef Aiiku Hospital. 

Method : Ado~ted the following 3 methods to collect materials; (1) int~rview (with e,ach of 

the subjects and with her !eal mother), (2) projective test, and (3) investigation sheet (te inquir~ 

the subject'$ Iiving environment, etc.) 

Findings : We examined the relation bctween the result ef the projective test (test by photc. 

aphs like TAT) and the subject'~ early llfe histery. The projective test was given twice, one 
gr 
month after the subject was delivered of a baby and eight months after. In examining the ~abcve-

stated relation, we paid attention to whether the su.bject's mother-child relatlonship was projected in 

the Teacticns to the photographs. As the re~ult cf the examinaflon, we divided th~ reactions into 

the following 3 groups; Group l-the mother-child relationship is projected, and it is d~scribed as a 

stable situation. Group 2-although the relationship i$ projected, it is not described a$ a stabl~ $itu. 

ation. Group 3-the mother-child relationship is not prejected at all. It was found that the re$ult ~)f 

each $ubject's reaction$ to the photographs were varied and the subject's attltude towards her ehild 

was diversified. We cannot mention the characteristic of the subject's histery in thcse groups nor 

can we classify the subjects into some sorts cf patterns. It is becau$e the differende in the attitude 

tbwards the child stem$ from the fact that variou$ factcrs are jhtricately tied YPI It is djfiicult t'o 

take out a single factor and discuss its cause and effect. So far as we have studied, we have found 

that the way how the subjeet was treated in h,er childhood by grown-ups (parentsL brethers, sister~) 

and the way how the subjeet herself ~ccepted the attitudes of those grewn-ups towards her hav~.deep 

effects upon the attitude tqward~ the subject'~ child when she found herself in the pesiticn qf ;a 

grewn-up (a mother). + ::, : _ [ 
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